
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
九
十
八
号 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

         

株
式
会
社
秩
父
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー 

有
限
会
社
フ
ァ
ー

ム
ヤ
ー
ド 

農
事
組
合
法
人
小

原
営
農 

神
田 

稔 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ

ー 飯
嶋 

竹
夫 

原 

秀
夫 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
秩
父
市
日
野

田
町
二
丁
目
八
番
十

号 埼
玉
県
深
谷
市
血
洗

島
三
百
九
十
四
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
二
千
八
十
七
番
地

七 埼
玉
県
熊
谷
市
三
本

千
九
百
五
十
九
番
地

一 埼
玉
県
川
越
市
脇
田

本
町
一
番
地
五 

埼
玉
県
熊
谷
市
板
井

六
百
五
十
五
番
地 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字

紺
屋
五
百
八
十
六
番

地 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
上
野
四
千
一
番

一 埼
玉
県
熊
谷
市
上
新

田
字
新
田
裏
二
百
八

十
一
番
一
ほ
か
二
十

五
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
三
本

字
下
根
岸
二
百
四
十

一
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
三
本

字
上
根
岸
二
百
九
十

五
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
新

田
字
新
田
前
四
十
八

番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
新

田
字
新
田
前
二
十
八

番
一
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
広
谷
字
光
西
寺
前

二
百
三
十
七
番
一
ほ

か
十
筆 所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

七
四
〇 

二
六
、
五
八
五 

二
、
一
四
一 

八
、
五
〇
八 

二
〇
、
〇
五
九 

二
一
、
二
三
四 

一
二
、
七
八
五 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



             

二 

認
可
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日

 

ア
ル
フ
ァ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社 髙
橋 

福
司 

小
林 

洋
一 

有
限
会
社
モ
リ
シ

ゲ
物
産 

埼
玉
県
白
岡
市
小
久

喜
千
二
十
二
番
地
三 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
十
五
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

三
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
桜
木
町
二
丁

目
百
八
十
二
番
地
の

二 

埼
玉
県
白
岡
市
荒
井

新
田
字
上
荒
井
ヶ
崎

五
百
八
十
一
番
一
ほ

か
十
九
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
五
百

九
十
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
五
百

三
十
七
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
市
場
広
瀬
七
千

八
百
九
十
番
ほ
か
三

筆 

一
六
、
三
一
八 

四
、
六
二
九 

七
、
三
三
〇 

六
、
八
五
三 


